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◆報告：2006 年サマースクール 

8/1～8/31 に全教室で合計 10 回～14 回のサマースクールを実施いたしました。サマースクールの目的

は時間的に余裕のある夏休みを利用して、子どもの日本語や日頃の教科学習の遅れを取り戻そうというもので

す。会員学生が手薄な夏休みということもあり、例年「夏体験ボランティア」を募集し、会員学生と「夏体験

ボランティア」によってサマースクールを実施しています。今年は全部で 

・子ども：118 人     

・会員：91 人 

・夏体験ボランティア：54 人 

が参加いたしました。サマースクール前のレベルチェック実施とそれぞれの子どものカリキュラム作成により、

有意義な学習サポートを行うことができました。 

 

◆報告：9 月の研修会 

9 月の研修会は「学校のなかの外国人中学生」というテーマで、江戸川区立葛西中学校・日本語学級の教員

である小川郁子先生をお招きしました。一般的な日本語学級における取り組みから葛西中学校の日本語学級に

おける具体的な取り組みまでお話いただきました。普段私たちが接している子どもたちの、学校での様子を知

る良いきっかけになりました。と同時に学校における指導の限界も目の当たりにし、学校と地域との連携の重

要性を再確認することができました。 

＜感想＞ 

「自分が目をつぶること、足を抜くことはできるけれども子ども達はその状況から抜け出せない」というお

言葉が非常に印象的でした。また小川先生が日本語学級に関わるようになった経緯が印象的で、社会人にな

った今、子どもたちとの関わり方について、これからどうしていこうかと思い悩むことが多かったのですが、

この先も自分次第で、子どもたちと関わり続ける生き方をしていけるのかもと思いました。 

（目黒教室：W さん） 

 

日本語学級が外国籍生徒の隔離先だった頃から、今の状態まで変えたにも関わらず、「今までの習慣がなかな

か変わらない」とおっしゃっていましたが、CCS で活動している時にも同じ思いをしています。学校の場合

には専任加配や他の教員、CCS ではスタッフと会員、それぞれがお互いに働きかけなくては解決されないと

思うし、良い意味で周りを巻き込むことが大変だけど、大切だと思いました。日本語専攻の人と学校現場、

学内と学外の支援グループなど様々なつながりがもっと密になっていけば、より良いサポートができると思

うので、単発ではなく、組織的に声をあげていくことが必要となっていくのではないかと思いました。 

（新宿教室：M さん） 

 

◆報告：中高生交流会  

10 月 1 日に武蔵野市民会館にて中高生交流会を行いました。高校受験を控える中学生６名と受験を乗りこ

え充実した学校生活を送る高校生６名が参加しました。前半はクイズ形式で高校受験に関わる事柄についてグ

ループで話し、後半はインタビュー形式で高校生に受験や学校生活について話してもらいました。来日間もな

い状況から受験に臨んだ高校生の生の声は参加した中学生の心に響くものだったと思います。受験の経験を中

学生の前で堂々と話す高校生はとても頼もしく、彼らの大人びた姿を見ることができました。中学生も真剣な



眼差しで高校生の話しに聞き入り、双方にとって有意義な時間であったと感じています。少ない参加者ではあ

りましたが、非常に和やかな雰囲気で時間いっぱいまで質問をしたり会話を楽しんだりしていました。この機

会に中学生には受験に対する具体的なイメージや心構えを、高校生には自立したロールモデルとしての自覚を

育てていってほしいと思います。    

＜感想＞ 

最初はとても、きんちょうしていましたが、C さんの「自分を信じろ」という一言で、「ぼくも、がんば

ろう」と思うことができました。来年はぼくが中学生の前でいろいろ話せるようになりたいと思います。

（J くん） 

 

いろんな人の話をきいて、いろんな受験のしかたがあるのを分かって、とても勉強になりました。これ

から、すいせんに向かってがんばるけれども、一般入試にむけてもがんばりたいと思います。(H さん) 

 

先輩たちに聞いた話は、本当にだいじだと思います。これから勉強は本当にやります。（E くん） 

 

     

学生による高校受験制度の説明の様子    高校生による体験談発表の様子         高校生の話に耳を傾ける中学生達 

 

◆報告：10 月の事例検討会 

10 月の事例検討会は「在日外国人の高校進学を考える」をテーマに各６人ほどのグループに分かれ、事例

検討＆グループ対抗クイズを行いました。今現在、義務教育課程（特に中学校）においては、日本語教室の未

整備などから、適当なサポートを受けることはほとんど期待できません。外国籍生徒は情報や資金などの学習

環境の面で日本人の生徒よりもスタートラインが著しく異なるのが現状です。来日歴が短いほど当然その傾向

は強くなると思われます。そこで、過去 CCS が関わった子どもの事例をもとに、子どもが抱える問題とその

背景、私達がどのようなサポートを行うことができるのかを考えました。 

劇的な変化というものは毎日のほんのわずかなことであったり、ある人が何の気なしに発した一声であったり

で起こります。自分はそういう点で今回の事例検が子どもたちの心の変化に敏感であり続けなければ良いサポ

ートは生まれてこない・・・と再度反省するよい機会とすることができたと思っています。 

（武蔵境教室：N さん） 

 

どんな理由にしろ子どもには責任はなく自分の意志には関わらず周りの物事が動いてしまっているという状

況が多いので、まず大切なのは「何が一番なのか」を一緒になって考えることだと思います。言葉も文化も違

う生活に対して、親も含めしっかりとした情報を手に入れ、様々な状況についての話し合いもし、子どもの意

見もちゃんと聞いてみんなの意思統一が出来るための良い協力が出来れば良いと思いました。 

（新宿教室：N さん） 

 

受験に対する子どものモチベーションをどう上げていくかを考える時、非常に参考になりました。高校進学を

第一の目的とするのではなく、その前のステップで小さな目標を達成していくというスタイルは、受験生を担



当する者としては意義深かったです。 

（新宿教室：O さん） 

 

◆報告：10 月の高校進学ガイダンス 

 10 月 28 日に今年度 2 回目の「日本語を母語としない親子のための高校進学ガイダンス」が多文化共生 

センター主催のもと開催されました。進学ガイダンスでは都立・私立高校の教員による高校進学の説明が行わ

れるとうともに、高校生による体験談発表も行われました。また参加した親子から CCS でのサポート依頼を 

10 件受けました。今回のガイダンスの参加者は 34 家族 65 人と通常と比べると少人数でしたが、会場のキ

ャパシティも、時間も余裕があり、質疑応答等も活発に行われました。参加者の国、地域別の内訳は、中国

40 人、フィリピン 14 人、アメリカ 5 人、韓国 2 人、ミャンマー1 人、モンゴル 1 人、コロンビア 1 人、

シンガポール 1 人でした。 

     

ガイダンスの様子           体験談発表をする高校生達        参加者より相談を受ける高校生達 

 

◆報告：11 月の研修会 

 11 月の研修会は「在留資格と在留特別許可」というテーマのもと、外国人問題に詳しい山口元一弁護士をお

招きし、講演をしていただきました。外国人在留制度の法的解釈と実情について、分かり易い説明と具体的な

事例の提示のもとお話をしていただき、私たちの日頃の活動の意義を再認識する場となりました。 

＜感想＞ 

「個人としての尊厳」が今の日本の在日外国人問題、特に在留資格についての問題には欠けているということ

が、非常に印象的でした。「外国人犯罪」という呼び方にも見られるように、私たちは「外国人」という一つ

の枠で彼らを見がちです。この枠を持つこと自体、彼らを人間としてみていない証ではないかと思います。日々

子どもと接している私たちなら比較的、彼らを「個人」として見ることができていると思いますが、これから

CCS 外部の人々にもこういう考え方を広めていきたいと思いました。 

（練馬教室：S さん） 

 

私は普段主に小学生を見ているのですが、いつも思うのは「彼らは外国人である前に 『子ども』であるとい

うこと」です。彼らが一人一人自分自身への肯定感をもって、生きていくためにも、とにかく国というものの

保身からの政策や無視はやめてほしいと強く思いました。微力ながらも、これからも「子どもの心を守るとい

うこと」を続けたいと思いました。 

（新宿教室：N さん） 

 

子どもたちのサポートをする上で、在留資格については知っておかなくてはいけないと思っていましたので、

本日のお話は非常に参考になりました。先生のお話をお聞きして、日本の外国人の取り扱いについて、多々疑

問を感じました。「広い裁量」という考えかたが悪い方向に利用されている様に感じました。また外国人に対

する考えかたがかなり間違っているように思いました。「不法滞在は悪」という考え方を多くの人が持ってい

るので、正しい知識がもっと広がれば状況も変わっていくのではないかと思いました。ただ現実かかなり厳し



いということも今日再認識しました。 

（日暮里教室：H さん） 

 

◆お知らせ：「イヤーエンドパーティー2006」 

今年も 12 月にイヤーエンドパーティー（以下 YEP）を開催いたします。YEP は CCS が毎年行っている
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”をコンセプトとしてい

ます。CCS に所属する子ども以外の参加も受け付けています。参加希望の方は以下の連絡先に事前にお申込

の上、ご参加下さい。 

    

    

    

    

＜＜＜＜参加者参加者参加者参加者＞＞＞＞    

外国人や国際結婚の子どもたち＆その親 

＜＜＜＜参加費参加費参加費参加費＞＞＞＞    

大人：500 円 

子ども：200 円    

＜＜＜＜申申申申しししし込込込込みみみみ方法方法方法方法＞＞＞＞    

申し込み先：下の連絡先まで電話で申し込んでください。 

締め切り：12 月 2 日 

＜＜＜＜連絡先連絡先連絡先連絡先＞＞＞＞ 

日本語：山名理香（080-5029-3240） 

タイ語：仙北俊治（090-4698-9927）     

中国語：景山宙（090-9340-2907）     

韓国語：崔丁允（080-5441-0488）      

スペイン語：佐藤明子（090-7287-3094）   

英語：中西久恵（080-3384-9303）      

＜＜＜＜集合場所集合場所集合場所集合場所＞＞＞＞ 
１２時４０分までに八王子労政会館まで来てください。 

会場の場所が分からない人は、駅で待ち合わせて 

案内しますので、申し込みの時に電話で言って下さい。 

（１）JR 八王子駅改札口  １２時３０分 

（２）京王八王子駅改札口  １２時３０分 

 
主催：CCS 世界の子どもと手をつなぐ学生の会   
後援：八王子市 
 

●CCS 事務局                 ●教室連絡先 

・住所：東京都品川区上大崎 4-6-22          ・八王子：kanna.s016@nifty.com（佐藤佳那） 

・TEL&FAX：03-3203-8758        ・武蔵境：wacornflakes@jcom.home.ne.jp（石塚） 

・E-mail：ccs@e-mail.jp           ・目 黒：yama_0x0_o25@ybb.ne.jp（山名） 

・HP:http://homepage2.nifty.com/ccs21/   ・練 馬：a5i1k2a@zg8.so-net.ne.jp（佐藤愛果） 

                        ・新 宿：f-naoaki@zpost.plala.or.jp（船津） 

                       ・日暮里：going-my-way-yuki@jpmail.biz（小池） 

                       ・鶴 見：Arata.m@fork.ocn.ne.jp（武藤） 

                       ・土 浦：sunami@leo-net.jp（砂見） 

 

    
１２１２１２１２／／／／１１１１6666（（（（土土土土））））    
ＰＭ １時～４時 

＠八王子労政会館 

 



                  


